
金銭管理サービス利用援助契約書 

 

            様（以下「利用者」という。）と社会福祉法人中川村社会福祉協議会

（以下「中川社協という。）は、次のとおり契約します。 

【契約の目的】 

第１条  

① 中川村社協は、利用者に対して、金銭管理サービスの利用を援助します。 

【援助の対象】 

第２条  

中川村社協は、利用者についての次の手続きを援助します。 

（１） 年金及び福祉手当の受領に必要な手続き 

（２） 医療費、介護利用料を支払う手続き 

（３） 税金や社会保険料、公共料金を支払う手続き 

（４） 日用品等の代金を支払う手続き 

（５） 上記支払いにともなう預金の払い戻し、預金の解約、預金の預け入れの手続き  

【援助の方法】 

第３条  

① 中川村社協は、次の方法で、第２条の（１）から（５）までの手続きを援助します。 

（１） 相談と助言 

（２） 市町村などとの連絡調整 

（３） 手続きの代行 

（４） 第６条で定める代理権の範囲内での代理 

② 中川村社協は、できるだけ利用者自らが、福祉サービスの利用手続きなどを行えるように援

助します。 

③ 中川村社協は、援助を行うにあたっては、あらかじめ利用者の意思を確かめます。 

④ 利用者の意思を確かめることができない場合は、利用者の生活にふさわしい方法で援助しま

す。ただし、この場合には、第１２条で定めるように、中川村社協が、この契約を解約するこ

とがあります。 

⑤ 第２条によって福祉サービスの利用援助に併せて日常的な金銭管理を行う場合には、原則 

５０万円以内の日常生活費のみを取り扱う専用口座を設けることとし、生活支援員が取り扱う

額は１回当たり原則１０万円以内によって援助を行います。 

【援助の計画】 

第４条 

利用者と中川村社協は、援助の方法をくわしく定めた「支援計画」をつくります。 

【援助の担当者】 

第５条 

① 中川村社協は、「支援計画」に定められた専門員と生活支援員に援助を行わせます。 

② 生活支援員は、専門員の指示を受けながら援助を行います。 
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【代理権】 

第６条 

利用者は、中川村社協に対して、次の手続きについての代理権を与えます。 

（１） 福祉サービスの利用料や医療費、税金、社会保険料、公共料金、日用品等の代金の支払

手続き 

（２） 次の預金についての払い戻し、解約、預け入れ手続き 

記 

金融機関・支店名         銀行・信金・農協      支店 

預金の種類      普通預金 

口座番号                       

口座名義(ふりがな)          （            ） 

① 中川村社協と利用者は、第１項（２）の預金の払い戻し、解約、預け入れ手続きの代理権に

ついて、     銀行・信金・農協     支店に対して代理人届を出します。 

【支援計画の変更】 

第７条 

① 中川村社協は、定期および必要なつど、「支援計画」が利用者の生活にふさわしい内容かど

うかを確かめなければなりません。 

② 利用者は、いつでも、中川村社協に対して、「支援計画」を変えることを求めることができ

ます。 

③ 「支援計画」は、利用者と中川村社協の合意により変えます。 

【審  査】 

第８条 

① 「支援計画」を変える前に、中川村社協は、中川村社協金銭管理サービス運営監視委員会に

対して、次の点の審査を求めます。 

（１） 新たな「支援計画」の適切さ 

（２） 新たな「支援計画」についての利用者の理解の確かさ 

② 利用者の理解の確かさについて審査を求めるときは、あらかじめ、利用者の同意を得ます。 

【預金通帳等の保管】 

第９条 

① 利用者は、中川村社協に対して、次の預金通帳等を預けることができます。預かる場合、利

用者と中川村社協は「預かり書」を作ります。 

記 

１．預貯金の通帳 

２．年金証書 

３．権利証 

４．契約書類 

５．保険証書 

６．実印や銀行印 

７．そのほか、中川村社協が適当と認めた書類 

② 利用者は、いつでも、預けた預金通帳等書類やはんこを返してもらうことができます。 
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③ 中川村社協が書類やはんこを返す場合に、利用者は「受取書」を作り中川村社協に「預かり

書」とともに渡します。 

 

【利用料】 

第10条 

① 中川村社協の援助に対する利用料を１回当たり３００円とします。 

② 利用者は、利用料を毎月翌月の１０日までに中川村社協に支払います。 

【報 告】 

第11条 

中川村社協は、定期的に利用者に対して、この契約がどのように行われているかを報告し

ます。 

【解 約】 

第12条 

① 利用者は、いつでも、この契約を解約することができます。 

② 中川村社協は、次の場合は、運営監視委員会の同意をえた上で、この契約を解約することが

できます。 

（１） 利用者が特別養護老人ホームなどの施設に入所したり、長期間入院したり、住居を移転

したため、この契約による援助を続けることが難しくなった場合 

（２） 利用者の意思を確かめることができないために、新たな「支援計画」を作成することが

できなかったり、利用者の生活にふさわしい援助ができない場合 

③ 中川村社協が、この契約を解約するときは、利用者の生活にふさわしい他の援助を利用でき

るように努めます。 

【契約の期間】 

第13条 

① この契約の期間は、平成  年  月  日から平成  年  月  日までとします。た

だし、この期間が終わるまでに、利用者から契約を終わらせる申し出がないときは、さらに、

１年間、この契約を続けます。その後も同じです。 

② 契約の期間中であっても、第１２条による解約があった場合、または利用者が死亡した場合

は、この契約は終わります。 

【監 督】 

第14条 

① 中川村社協は、定期１か月ごとに、運営監視委員会に対して、この契約がどのように行われ

ているかを報告します。 

② 中川村社協は、利用者の意思をたしかめることが難しくなった場合は、ただちに、運営監視

委員会に報告します。 

③ 運営監視委員会は、いつでも、中川村社協に対して、この契約がどのように行われているか

について報告を求めることができます。 

④ 運営監視委員会は、いつでも、中川村社協に対して、この契約について意見をのべることが

できます。中川村社協は、運営監視委員会の意見を尊重して、この契約を行います。 
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【損害の賠償】 

第15条 

① 中川村社協が、この契約を守らず、そのために利用者に損害を与えたときは、中川村社協は、

その損害を賠償します。ただし、中川村社協が十分に注意したにもかかわらず生じた損害につ

いては、賠償しません。 

【秘密を守ること】 

第16条 

中川村社協と運営監視委員会は、この契約を行っている間に知った利用者に関する秘密を

守ります。この契約が終わったあとも同じです。 

【この契約についての苦情】 

第17条 

① 利用者は、いつでも、中川村社協に対して、この契約について苦情を言うことができます。

連絡先は、次のとおりです。 

記 

窓  口 社会福祉法人中川村社会福祉協議会 

       受付担当者  米山 喜明 

住  所 中川村大草４０３８－１ 

電話番号 ０２６５－８８－３５５２ 

Ｆ Ａ Ｘ       ０２６５－８８－３５５３ 

② 中川村社協は、利用者の苦情を受け付けたときは、その解決に努めます。 

この契約が成立したことを明らかにしておくため、この契約書を２通つくり、利用者、中川村社

協のそれぞれが１通ずつもつことにします。 

 

平成   年   月   日 

 

（利用者）  住 所 上伊那郡中川村 

 

 

  氏 名       印 

 

 

（中川村社協）住所 上伊那郡中川村大草４０３８－１ 

  名称 社会福祉法人 中川村社会福祉協議会 

      会  長  松 村 隆 一  印 

  電話番号０２６５（８８）３５５２ 
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